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項  目 内                容 

第１章 総 則 

（適用範囲） 

第 1-1 条 

 

 

変更なきにつき省略 

 

（目的） 

第 1-2 条 

                      

変更なきにつき省略 

 

（場所） 

第 1-3 条 

 

変更なきにつき省略 

 

(土地の立入り等) 

第 1-4 条 

 

変更なきにつき省略 

 

(一般事項) 

第 1-5 条 

 

 変更なきにつき省略 

 

(管理技術者) 

第 1-6 条  

 

 

変更なきにつき省略 

 

(照査技術者) 

第 1-7 条  

 

 

変更なきにつき省略 

（担当技術者） 

第 1-8 条 

 

変更なきにつき省略 

 

（配置技術者の確認） 

第 1-9 条 

 

変更なきにつき省略 

 

（保険加入） 

第 1-10 条 

 

 

変更なきにつき省略 

 

第 2 章 作業条件 

(適用する図書) 

第 2-1 条  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本業務の基本的事項に関しては、次に示す図書を優先して適用する。他の図書を

適用する場合は、監督職員の承諾を受けるものとする。 

名    称 発 行 所 制定(改訂)年月 

土地改良事業設計指針「耐震設計」 (社)農業農村工学会 平成 27 年 5 月 

土地改良事業計画設計基準 設計 

「頭首工」 
農林水産省農村振興局 平成 20 年 3 月 

道路橋示方書・Ｖ耐震設計編 (社)日本道路協会 平成 24 年 3 月 

鋼構造物計画設計技術指針 

（水門設備編） 
(社)農業土木事業協会 平成 21 年 3 月 

河川構造物の耐震性能照査指針・ 

解説 

国土交通省水管理・国土保

全局治水課 
令和 2 年 2 月 

ダム・堰施設技術基準（案） (社)ダム・堰施設技術協会 平成 28 年 3 月 
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項  目 内                容 

（作業条件） 

第 2-2 条 

 

本業務の実施にあたっては、以下の事項に留意して作業を進めるものとする。 

(1) 本業務の対象とする勝瓜頭首工の施設の重要度区分は、ＡＡ種とする。 

(2) レベル２地震動の頭首工の構成要素ごとの耐震性能は「限定された損傷に留

める」とする。また、レベル１地震動の耐震性能は「健全性を損なわない」と

する。 

(3) 勝瓜頭首工は鬼怒川南部土地改良区連合及び栃木県宇都宮土木事務所が管理

している。 

(4) 鬼怒川の非出水期は、10 月 1 日から翌年 6 月 14 日までとなっている。 

(5) 作業の実施にあたっては、事前に作業方法について監督職員と十分打合せを 

行い、手戻りのないように留意しなければならない。 

(6) 本業務において生じた第三者との紛争は、受注者の責任において処理しなけ 

ればならない。 

(7) 現地踏査及び鉄筋調査の実施時期は、施設内への立ち入り日程等、詳細につ

いて監督職員と打合せ後、実施するものとする。 

(8) ゲート施設（洪水吐（ローラー）、洪水吐（転倒）及び土砂吐）及び附帯設

備（魚道、導流壁及び護床）については、補修及び補強により当初建設時から

構造の変更が実施されている。 

 (9) 鉄筋調査に係る河川管理者及び道路管理者との連絡調整は、発注者側で実施

する。 

 

（対象施設） 

第 2-3 条 

 
変更なきにつき省略 

 

(貸与資料等) 
第 2-4 条  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
貸与資料は、次のとおりである。 

分 類 貸  与  資  料 数量 

事業誌 
鬼怒南－事業誌－ １式 

鬼怒川南部農業水利事業竣工図集 １式 

河川協議図書 ゲート設備工事に係る河川協議 １式 

工事完成図書 

H22 勝瓜頭首工ゲート設備その１工事 図面 １式 

H22 勝瓜頭首工ゲート設備その２建設工事 図面 １式 

H23 勝瓜頭首工ゲート設備その３工事 図面 １式 

H23 勝瓜頭首工ゲート設備その４工事 図面 １式 

S42,43 年度勝瓜頭首工工事図面 １式 

H25 年度施設管理図 １式 

H21 年度 鬼怒川南部国営造成土地改良施設整備 
事業 地質調査業務 報告書 

１式 

報告書 
 
 
 

令和２年度 国営施設応急対策事業 鬼怒川南部地
区勝瓜頭首工耐震性能照査業務 報告書 

１式 

平成 14 年度 一般県道雀宮真岡線設計業務宮岡橋
詳細設計 設計概要書 

１式 

令和２年度  国営施設応急対策事業 鬼怒中央地区
岡本頭首工耐震性能照査業務 報告書 

１式 

測量データ 
H18 関東地方整備局管内河川航空レーザー測量業務 １式 

H27 鬼怒川・小貝川空中写真等撮影業務 １式 

その他 施設管理に関する協定書 １式 
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項  目 内                容 

(貸与資料の取扱い) 
第 2-5 条  

 

 

変更なきにつき省略 

 

（技術提案の履行） 
第 2-6 条 
 
第 3 章 作業内容 
(作業項目及び数量) 

第 3-1 条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
変更なきにつき省略 
 
 

 
本業務における作業項目及び数量は、次の作業項目表のとおりである。   
なお、詳細は別紙２【作業項目内訳表】（該当項目）に○印で示すものとする。 

 作業項目表       上段（ ）；当初、下段；第１回変更 

１．設計作業 

作  業  項  目 数  量 備  考 

1.準備作業 
（〃） 
１式 

 

2.現地調査 
（〃） 
１式 

 

3.調査計画の作成 
（〃） 
１式 

 

3’.鉄筋調査結果の整理 
（－） 
１式 

 

4.地震動の設定 
（〃） 
１式 

 

5.耐震性能照査（レベル２地震動） 
（〃） 
１式 

 

5’.耐震性能照査（レベル１地震動） 
（－） 
１式 

 

6.照査 
（〃） 
１式 

 

7.点検とりまとめ 
（〃） 
１式 

 

２．調査作業 

作  業  項  目 数  量 備  考 

1.鉄筋調査（レーザー探査） 
（－） 
１式 

 

2.鉄筋調査（はつり調査） 
（－） 
１式 

 
 

(作業の留意点) 
第 3-2 条 
 

 

変更なきにつき省略 

第 4 章 打合せ 
(打合せ) 
第 4-1 条 

 
 

共通仕様書第 1-10 条による打合せについては、主として次の段階で行うものと
する。また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

初 回 作業着手の段階 
第２回 中間打合せ（地震動の設定及び調査計画の作成時） 
第３回 中間打合せ（耐震性能照査基本条件設定時） 
第４回 中間打合せ（耐震性能照査完了時） 
最終回 報告書原稿作成段階 

打合せ場所は、第３回打合せについては、関東農政局利根川水系土地改良調査管
理事務所（千葉県柏市根戸４７１－６５）で行うものとする。また、初回、第２回、
第４回及び最終回打合せについては、Web 会議により行うものとする。 

なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、打合せ記録

簿を作成し、上記の打合せの都度内容について、監督職員と相互に確認するものと

する。 
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項  目 内                容 

第 5 章 成果物 
(成果物) 
第 5-1 条  
 
 
(成果物の提出先) 
第 5-2 条 

 
 
変更なきにつき省略 

 
 
 

変更なきにつき省略 
 

第 6 章 契約変更 
(契約変更) 
第 6-1 条  
 

 
 
変更なきにつき省略 

 
第 7 章 業務管理 
（情報共有システム
の業務について） 
第 7-1 条 
 

 
 
 
変更なきにつき省略 
 

第 8 章 定めなき事項 
(定めなき事項) 
第 8-1 条 
 

 
 
変更なきにつき省略 
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別紙１【対象施設諸元一覧表】 
  

施設名称・対象構造物 
施設規模 

備考 
構造物の規格・規模等 数量 

勝瓜頭首工 

（形式） 
フローティングタイプ 

   可動堰部幅155.73ｍ、固定堰部幅170.52ｍ 
－  

堰柱 
堰柱NO.1及びNO.2；幅2.0ｍ、上下流長さ8.35ｍ 

堰柱NO.3 ～ NO.5；幅2.5ｍ、上下流長さ12.76ｍ 
５基  

洪水吐ゲート 

ローラーゲート（シェル構造） 

B36.00m×H3.00m 
２門  

転倒ゲート（横主桁タイプ） 

B26.00m×H2.40m 
２門  

土砂吐ゲート 
ローラーゲート 

B10.00m×H3.20m 
２門  

堰柱基礎工 ウェル基礎 ５基  
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別紙２【作業項目内訳表】 
勝瓜頭首工 
１．設計作業 

作業項目 作業内容 数量 
該当項目 

当初 変更 

1 準備作業  本業務の実施に当たり貸与資料の内容の把握を行

う。 
1 式 〇 ○ 

2 現地調査  現地調査を行い、勝瓜頭首工の現況を把握する。 1 式 〇 ○ 

3 調査計画の作成 

 3-1「堰柱（NO.4）」に

係る鉄筋調査計画の作

成 

  

「堰柱（NO.4）」について、建設時の配筋図が存在

しないことから、耐震照査を行うに当たり配筋を想

定するための鉄筋調査を行う計画を作成する。 

1 式 〇 ○ 

 3-2 「堰柱（NO.4）」に

係る鉄筋調査仮設計画

の作成 

 3-1 の鉄筋調査を行うための河川内における仮設

計画を作成する。 1 式 〇 ○ 

3-3 「堰柱（NO.4）」に

係る鉄筋調査仮設計画

のための河川協議資料

の作成 

 3-2 の仮設計画について、河川協議を行うための

河川協議資料を作成する。 
1 式 〇 － 

3’鉄筋調査結果の整理 

 3’-1 鉄筋調査結果の

整理 

  

２．調査作業で実施した鉄筋調査（レーザー探査）

及び鉄筋調査（はつり調査）の結果を整理する。 

 

1 式 

 

－ 

 

○ 

 3’-2 堰柱（No.4）配筋

図の作成 

3’-1 の整理結果並びに堰柱（No.1 及び No.2）の

既存配筋図を基に、堰柱（No.4）の配筋を想定して

配筋図を作成する。堰柱（No.4）の床版及び堰柱基

礎工（No.4）の配筋図を含む。 

1 式 － ○ 

4 地震動の設定 

 

レベル２地震動照査対象構造物の照査用にレベル

２地震動の設定を行う。 
1 式 〇 ○ 

5 耐震性能照査（レベル

２地震動） 

下の頭首工の構成要素ごとに、レベル２地震動に

対する耐震照査を行う。 

   

① 「堰柱（NO.1）」 1 基 〇 ○ 

② ゲート 土砂吐 1 門 〇 ○ 

③ 「堰柱基礎（NO.1）」 １基 〇 ○ 

5’耐震性能照査（レベル

１地震動） 

 固定堰について、レベル１地震動に対する耐震照

査を行う。 
1 式 － ○ 

6 照査  照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施

し、照査報告書の作成を行う。 
1 式 〇 ○ 

7 点検とりまとめ  各作業項目の成果資料の点検及び取りまとめを行

い、報告書を作成する。 
1 式 〇 ○ 

 ※上記の「レベル２地震動における耐震性能照査」とは、タイプⅠ（プレート境界型）及びタイプⅡ（内陸直下型）が対

象となる。 
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２．調査作業 

作業項目 作業内容 数量 
該当項目 

当初 変更 

1 鉄筋調査（レーザー探

査） 

 １．設計作業の 3-1 及び 3-2 で作成した鉄筋調査

計画及び鉄筋調査仮設計画に基づき、堰柱（No.4）

について、電磁波レーダー法を用いて鉄筋調査（レ

ーザー探査）を行う。 

177.3 ㎡ － ○ 

2 鉄筋調査（はつり調査）  １．設計作業の 3-1 及び 3-2 で作成した鉄筋調査

計画及び鉄筋調査仮設計画に基づき、堰柱（No.4）

について、鉄筋調査（はつり調査）を行う。 

 1 ヶ所当たりのはつり大きさは、30Cm×30cm×深

さ 15cm とし、鉄筋調査後は繊維強化速硬型補修モル

タルで埋戻しを行う。 

 また、鉄筋調査時に、中性化試験を合わせて行う。 

7 ヶ所 － ○ 

  

 

 


